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１． はじめに 

企業や学校では、ウェブ上のアプリケーションやコンテ

ンツへのアクセスの窓口となるウェブポータルシステムの

導入が進んでいる。 
最近までは、ユーザーがウェブポータルシステム等を構

築する場合、オンプレミス（自己所有）するシステムにす

べてのアプリケーション・データを構築する方法が主流で

あった。この場合、サーバー・ストレージの初期導入コス

トや運用開始後のデータ増大に対するシステムの拡張、日

常のバックアップ作業や稼働監視などの運用による管理者

の負担等が大きかった。現在では、Google や Amazon など

のクラウドサービスが手軽に利用できる状況に成ってきて

いる。 
クラウドサービスを使う事により、ネットワーク経由で

いつでもどこでも必要な情報にアクセスすることが可能と

なる。今回の提案では、SaaS(Software as a Service)型のク

ラウドサービスである Google Apps のアプリケーションや

API を利用したポータルシステムの開発を行い、第一著者

の職場の IT 系専門学校(以下 O 専門学校)で実際に利用を行

う。 
Google Apps のアプリケーションである、Gmail や、カレ

ンダー機能、サイト構築機能は、全て API が公開されてお

り、それらの API を自由に呼び出して利用するアプリケー

ションの作成が出来る。 
今回構築するウェブポータルシステムは、Google Apps

のアプリケーションを利用しながら、ユーザー目線に立っ

たパーソナライズ機能を実現し、個人別スケジュール、お

知らせ機能を管理者側が自由に配信できるシステムを構築

していく。また、ユーザー認証についても、Google の認証

機能を活用し、利用者側の LDAP や、Active Directory との

連携も実現し 1 つの ID/Password でアクセスできる環境の

構築を行う。また、将来的には、CBT(Computer Based 
Training)のような各種アプリケーションをクラウド上で構

築を行っていく基盤環境として位置づけたい。 
 
 

２．クラウドサービスについて 

2.1 クラウドコンピューティングについて 

2006 年の 8 月に Google の CEO であるエリックシュミ

ットにより提唱された「クラウドコンピューティング」は、

インターネットの先にあるアプリケーションやサーバーリ

ソース、ネットワークを自由に利用できる環境を指してい

るが、現在は様々な会社からサービスが提供されるに至っ

ている。クラウドサービスを利用する場合、システムをオ

ンプレミス（自己所有）する場合と比較しサービス開始ま

での時間が短縮化される、運用管理コストが削減されるな

どのメリットが期待されている。 
 
 

2.2 Iaas,PaaS,SaaS について  

クラウドコンピューティングには主に次の３つ提供形態

が考えられる[1]。 

(1) SaaS (Software as a Service) 
アプリケーションをネットワーク経由で提供する形態。

CRM や電子メール、スケジュール管理、ファイルサー

バーの利用が多い。 例として Salesforce.com や Google 
Apps が上げられる。ユーザーアカウントを登録すれば

すぐに利用可能になる事がメリットである。 
(2) PaaS (Platform as a Service) 
アプリケーションを実行する環境を提供する形態になる。

ユーザーは、ローカルでプログラムを開発した後に提供

者側にプログラムの転送を行い、Java や C#等の実行環

境や、データベース、ストレージを利用したアプリケー

ションを実行する事が可能である。利用者は、実際に使

用した CPU 時間や Network 転送量に応じて課金される。

例として Microsoft Azure や Google App Engine が上げ

られる。ユーザーはサーバーやネットワーク機器を準備

せずにアプリケーションを稼働させる事が出来るのがメ

リットである。 
(3) IaaS (Infrastructure as a Service) 
OS やアプリケーションを含めたシステム全体の実行環

境を提供する形態となる。提供者側のサーバー上の仮想

OS を利用することができる。PaaS 同様に、利用した

CPU 時間や I/O 時間、Network 転送量に応じて課金さ

れる。 Amazon EC2 や、さくらインターネット社の

VPS サービス等が上げられる。PaaS と同様にユーザー

はサーバーやネットワーク機器を準備する必要はなくユ

ーザーが用意した仮想 OS イメージをそのままサーバー

上にアップロードして利用したり、IaaS 提供業者の仮

想 OS のテンプレートイメージを利用する事が可能であ

る。ただし OS やアプリケーションのセキュリティ対策

については十分に考慮する必要がある。 
 
 

2.3 パブリッククラウド、コミュニティクラウドの違い 

 クラウドサービスを利用する場合、一般の利用者や企業

が誰でも利用できるパブリッククラウドと呼ばれる形態と、

コミュニティクラウドと呼ばれる特定の業態や業種向け専

用のサービス形態に区別されている。パブリッククラウド

を利用する場合は、不特定多数の一般ユーザーが同じシス

テムを同時に利用することを考慮し、データの情報漏えい

については慎重に検討する必要がある。また、サービス提
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供事業者の経営状態やサービスレベル、不慮のトラブルに

よるシステムダウンについても事前に考慮しておく必要が

ある。コミュニティクラウドで特定の会社や組織が共同で

利用する場合、不特定多数のユーザーが利用するパブリッ

ククラウドと比較して、セキュリティが高くなることが考

えられる。 
 
 

2.4 クラウドを利用する場合と、オンプレミス（自己所

有）でシステム構築する場合の問題点の比較について  

クラウドサービスを利用する場合、オンプレミス（自己

所有）する場合と比較し、事前にサービスレベルの確認や、

サービス提供者によるデータのバックアップ手段の確認や、

万が一の情報漏えい時における責任範囲の明確化などが事

前に必要であると考える。また、重要データを預ける場合

は、サービス提供者のデータセンターの位置や、内部犯行

者によるデータの漏えいなどの危機についても十分に考慮

して置く必要がある。 
オンプレミスする場合は、サーバーの盗難等によるデー

タの情報漏えいの危険性は少なくなるが、サービス開始時

に事前にどの程度のトラフィックやアクセス数があり必要

なサーバーやストレージ・ネットワーク機器などを正確に

予測し準備しておく必要がある。また、システムのバック

アップや性能管理、障害管理、セキュリティパッチ適用な

どの運用コストも必要となってくることも考慮しておく必

要がある。 
 

 

３．ウェブポータルについて 

3.1 ウェブポータル 

 ウェブポータルとしては、Yahoo! JAPAN や Google のよ

うな不特定多数のユーザーがアクセスできる検索サイトの

トップページが代表的である。現在では、My Yahoo! 
や iGoogle 等による個人が自由にカスタマイズできるポー

タルサイトも提供されている。一般的な定義としては、次

の３つが考えられる[2]。 

(1) アプリケーション統合機能 
企業内や組織内のウェブアプリケーションや電子メール、

スケジュールを統合し提供する機能。 
(2) コンテンツ集約機能 
 複数のサーバーやウェブサイトに分散された情報を一括

してアクセスを行ったり検索できる手段を提供する機能。

RSS によるウェブコンテンツの更新情報も管理する。 
(3) パーソナライズ情報の提供 
 ユーザーの所属部署や所属学部、役割に応じてカスタマ

イズされた個別の情報を提供する機能。 
今回の研究では、Google Apps のスケジュール管理機能、

サイト機能を利用したウェブポータルシステムの構築提案

を行う。 
 

 

3.2 大学でのポータルの採用例 

大阪市立大学では、2010 年より全学ポータルシステム

が稼働している。学生向けのお知らせ機能や、個人別の時

間割がスケジュール機能で確認することが可能となってい

る。また、休講掲示板や学内連絡板機能もあり学生が自宅

から学内情報にアクセスすることが可能となっている。シ

ステムは、国立情報学研究所が次世代情報共有基盤システ

ムとして開発した NetCommons[5]をカスタマイズして利用

している。学生向けのスケジュール、お知らせ、アプリケ

ーションポータルの機能を実現しており、今後は WWW
履修システムなどのアプリケーションの統合化も予定され

ている。 
 

 
大阪市立大学ポータルの画面イメージ 
 
 

４．クラウドサービスを活用した、ウェブポータ
ルシステムの提案 

4.1 Google Apps について 

Goolge Apps は SaaS 型のクラウドサービスとなってい

る。ユーザは主に次の機能を利用することが可能である。 
(1) Web Mail 
(2) スケジュール管理 
(3) ドキュメント管理 
(4) Web サイト構築 
これらアプリケーションは Google のアカウントを作成す

れば一般ユーザーでも利用可能となっているが、有料サー

ビスとなると、各企業や組織内で専用利用が可能となって

おり、内部データが他企業や他組織に漏れる危険性が少な

くなる。独自ドメインの設定も可能となっており自社ドメ

イン名でのメールサービスの利用が可能となる。また、有

料サービスの場合稼働率の保障などのサービスレベルの設

定やヘルプデスクによる支援も受けることが可能である。

また、ユーザー認証機能については Google 側のユーザー



 

 

管理機能と組織内の LDAP/Active Directory と連携を取る

事が可能となっている。 
 
 

4.2 O 専門学校での Google Apps の活用状況について 

 Google Apps は一般企業には１ユーザー年間 6000 円で

有料でのサービス提供となっているが、教育機関向けには、

無料提供されている。O 専門学校ではこの無料サービスを

2009 年 10 月より利用しており、全学生向けに独自ドメイ

ンによる Mail サービスやスケジュール管理機能を利用し

ている。また、授業支援として Web サイト構築機能を利

用してテキストだけでなくスライドや動画を用いた授業用

のコンテンツも提供を行っている。また、各種ソフトウェ

アや機材の利用方法をマニュアル化したコンテンツも提供

を行っている。 

 
Google Apps のカレンダー機能 
 
 

4.3 Google API について 

Google の機能は、API が公開されており JAVA, 
JavaScript, JavaScript, Python 等の言語を利用してユー

ザーが自由に利用することが可能となっている。代表的な

API としては次が上げられる[3]。 

(1) Google Maps API 
地図を表示するサービスである「Google マップ」を利用

するための API となる。この API を利用することにより、

ユーザーは、自分の Web サイトなどに自由に地図を張り

付けすること等ができる。商用で利用する場合は、Google 
Maps API Premier の利用が必要となる 
(2) Google AJAX Search API 
Google の検索機能の全般を提供する API となる。この

API を利用することにより自組織のサイトから Google の

検索機能を利用することが可能となる。 
(3) Google Apps API 
  Google Apps で利用するユーザーアカウントの作成や管

理、ドメイン内でのストレージの利用率などを把握するこ

とが出来る。また、Google Apps で提供されている Web 

mail 機能やスケジュール管理機能、Web サイト構築機能

に対する API も公開されている。 
今回の Web ポータルシステムの構築は、Google Apps 

API の Calendar Data API を主に利用してシステム開発

を行った。 
 
 

4.4 Google Apps API を利用したウェブポータルシステム

の構築について 

今回は、Google Apps API を利用した WWW ポータルシス

テムの構築を行った。O 専門学校では Google Apps を利用

し学生が Gmail による WebMail やスケジュール管理機能を

利用していたが次の点で問題が発生していた。 

問題点 1. 

学生の時間割など個別スケジュールを管理者側から自由に

追加することが出来ない。 
問題点 2 
学生個別に最適化された情報がスケジュールに反映されな

い。 
問題点 3 
突発的な休講情報や講義教室の変更のスケジュール配信が

出来ない。 
今回のこれら問題点を解決できるウェブポータルシステ

ムの構築を行った。 
 
 

4.5 システムの概要について 

ウ ェブポータルシステムは  Linux 上に Apache, 
PHP,MySQL をインストールし、システムの構築を行った。

PHP には、Zend Framework のライブラリのインストー

ルを行い、ライブラリ経由でサーバーサイドから Google 
Apps API へのアクセスを行っている。ユーザー認証は、

Google 上のユーザーDB にあらかじめ学生データーを登録

しておき、ユーザー認証 API の機能である Authsub 機能

を利用することで、ローカルウェブサーバーにてユーザー

認証を行うことが可能となっている。利用者の学生は、こ

のウェブポータルサーバーにログインすることで個別に最

適化されたスケジュールの確認を行うことが出来る。シス

テムは O 専門学校の DMZ セグメントに配置しており学生

は自宅や外出先からも自由にウェブポータルシステムにア

クセスしスケジュールやお知らせ情報を確認することが可

能となっている。 
 

 



 

 

 
Google Apps API を利用したポータルのユーザー側の画面

イメージ 
 
 

4.5 管理者機能の実装について 

 管理者側が、Google Apps のカレンダーAPI を利用する

ことにより、学生に対して、個人別、クラス別、学年単位

で自由にスケジュール配信できるシステム構築を行った。

管理者は、ユーザー側とは異なる管理者システムにアクセ

スを行い、GUI ベースにて操作を行う。お知らせ機能も搭

載しておりユーザー画面に休講情報やイベント情報などを

簡単に掲載することが可能となっている。 
 

 
管理者画面イメージ 

 

 

4.6  Google Apps API の Calendar Data API について

Google Apps API に含まれる Calendar Data API について

は次の機能が提供されている[4]。 

(1)ユーザーのカレンダーの取得、作成、更新 

(2)ユーザー別イベントの追加、消去、繰り返し設定 

(3)カレンダーのユーザー間での共有設定 

今回は、ユーザー別にイベントの追加や繰り返しを行う

API を利用し管理画面から個別スケジュールの配信を行え

る機能の実装を行った。こちらの機能により、突発的な休

講や教室変更の場合にも迅速に学生のスケジュールを直接

変更することが可能となっている。 

 
 

4.7 今後の発展について 

現在では、主に Google Apps のカレンダーData の API を
利用して学生個別データの配信を行っている。Google が提

供するアプリケーションは現在も進化しており 2011 年 7
月よりは SNS 機能である Google+も実装された。組織内で

利用する Google Apps にも Google+が採用される見込みと

なっておりこれら SNS 機能も API を利用して利活用する

ことが可能と考えられる。その他、Google は、Google 
Filesystem と呼ばれるストレージや、Google BigTable と
呼ばれる分散データベースシステムもクラウド上で提供し

ている。また、Google App Engine を利用すれば JAVA
や Python を利用した Web アプリケーションそのものをク

ラウドシステム上で構築することが可能となっており、ユ

ーザーが自由にデータベースと連携した Web アプリケー

ションを開発することが可能となっている。今後は、CBT
（Computer Based Training）や Web 履修システム等の

個別システムもクラウドシステム上で構築を行って行きた

い。 
 

 

５．終わりに 

 現在様々な手段、利用形態で、クラウドサービスを利用

することが可能となっている。今回は、Google Apps API
を利用した Web ポータルシステムの構築を通じ、クラウ

ド事業者より提供されている API を有効活用したシステム

の構築を行った。組織のシステムやデータを全面的にクラ

ウドサービスに移行するのではなく、必要なリソースやア

プリケーションのみを API を通じて利用するシステムの開

発手法は、今後益々増えていくと考えられる。現在 Google
だけでなく、Twitter や、Facebook なども API の公開を行い

始めている。ユーザーがシステムやアプリケーションを開

発する際に一から全てのシステムを構築するのではなく、

クラウドサービスで提供されているリソースをうまく有効

活用しながら迅速にシステム開発が行えるようになること

が期待できる 
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